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る
量
も
増
え
、
結
果
、
脂
肪
肝
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
食
べ
過
ぎ
や
飲
み
過

ぎ
が
日
常
と
な
っ
て
い
る
方
、
暴
飲
暴

食
が
多
い
方
、
肥
満
体
型
の
方
は
、
脂

肪
肝
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
た

め
、
要
注
意
で
す
。

〈
肝
炎
〉

　

肝
炎
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
や
薬
物

性
、
ウ
イ
ル
ス
性
な
ど
、
い
く
つ
か
の

原
因
が
あ
り
ま
す
。

⑴ 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

　

肝
炎
の
中
で
も
、
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。
そ
れ
は
、
肝
が
ん
の
ほ
と
ん
ど

が
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
か
ら
起
こ
る
た
め

で
す
。
た
だ
、
日
常
生
活
の
中
で
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
に
感
染
す
る
可
能
性
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一

度
検
査
を
受
け
て
ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ

れ
な
け
れ
ば
心
配
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
後
肝
が
ん
に
な
る
可
能
性
が
高
く

な
る
た
め
、
定
期
的
な
診
断
を
オ
ス
ス

メ
し
ま
す
。

⑵ 

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎

　

大
量
飲
酒
に
よ
る
脂
肪
肝
が
、
さ
ら

に
進
行
し
て
悪
化
し
た
も
の
が
ア
ル

コ
ー
ル
性
肝
炎
で
す
。
主
な
症
状
は
、

倦
怠
感
や
吐
き
気
、
黄
疸
な
ど
で
す
が
、

は
っ
き
り
と
現
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
肝
臓
は
非
常
に
回
復
力
が
高
い
器

官
な
の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
の
診

断
を
受
け
て
も
、
初
期
症
状
で
あ
れ
ば

飲
酒
量
を
減
ら
す
こ
と
で
改
善
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
肝
炎
の
中
に
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
い
な
く
て
も
起

こ
る
、
N
A
S
H
（
非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
性
肝
炎
）
と
い
う
症
状
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
か
た

よ
り
肝
臓
に
脂
肪
が
た
ま
っ
て
し
ま
っ

た
状
態
で
、
主
に
肥
満
に
よ
り
引
き
起

こ
さ
れ
ま
す
。

〈
肝
硬
変
〉

　

肝
硬
変
は
、
肝
細
胞
が
壊
死
と
再
生

を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
肝
臓
が
硬
く
小

害
物
質
の
多
く
は
腸
か
ら
吸
収
さ
れ

肝
臓
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

肝
臓
は
自
分
の
持
っ
て
い
る
解
毒

作
用
の
働
き
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

無
毒
化
し
て
体
外
に
排
出
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。

③ 
胆
汁
の
生
成
・
分
泌

　

胆
汁
と
い
う
消
化
液
を
作
る
機

能
。
肝
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
胆
汁
酸

に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
排
泄
さ

せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

〈
脂
肪
肝
〉

　

脂
肪
肝
は
、
肝
炎
や
肝
硬
変
に
進

行
す
る
前
段
階
の
症
状
で
す
。
肝
臓

は
、
取
り
込
ん
だ
脂
肪
を
処
理
し
て

各
細
胞
へ
送
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
に
す
べ
て
を
送
り
出
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
量
の

脂
肪
は
肝
臓
内
に
ス
ト
ッ
ク
し
、
そ

れ
ら
は
必
要
に
駆
ら
れ
た
時
に
送
り

出
さ
れ
る
の
で
す
。

　

日
常
的
に
摂
取
す
る
脂
肪
の
量
が

多
い
と
、
肝
臓
内
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ

すべては患者さんのために
院  是
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肝
臓
（
か
ん
ぞ
う
）
は
、
多
く
の

細
胞
か
ら
な
る
体
内
最
大
の
臓
器
で

す
。
肝
臓
に
は
、
主
に
３
つ
の
機
能

（
①
代
謝
、
②
解
毒
作
用
、
③
胆
汁

の
生
成
・
分
泌
）
が
あ
り
ま
す
。

① 

代
謝
機
能

　

栄
養
素
を
分
解
し
た
り
合
成
し
た

り
し
て
身
体
が
利
用
で
き
る
形
に
作

り
変
え
る
た
め
に
、栄
養
素
を
分
解
・

合
成
す
る
機
能
。
こ
の
代
謝
作
用
が

肝
臓
機
能
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も

の
で
す
。

（
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
）

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
90
％
以
上
が
肝

臓
で
代
謝
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
分
解
さ
れ
、
そ
の

後
、
酢
酸
、
水
に
変
わ
り
ま
す
。
飲

み
過
ぎ
等
で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
が

蓄
積
す
る
と
、
二
日
酔
い
、
肝
障
害

な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

② 

解
毒
作
用

　

食
べ
物
や
飲
み
物
の
中
に
は
、
栄

養
と
な
る
も
の
以
外
に
有
毒
な
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
有

家
庭
の

医
学

肝
機
能
障
害
に
つ
い
て

さ
く
な
る
病
気
で
す
。
肝
臓
の
機
能
が

低
下
す
る
と
、
身
体
が
だ
る
い
、
疲
れ

や
す
い
、
食
欲
不
振
、
黄
疸
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
が
、
初
期
段
階
で
は
そ

の
症
状
に
気
づ
け
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

〈
肝
が
ん
（
肝
臓
が
ん
）〉

　

肝
が
ん
は
、
主
に
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

か
ら
進
行
し
た
も
の
と
、
他
の
器
官
の

が
ん
か
ら
転
移
し
た
も
の
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
正
常
な
肝
臓
か
ら
、
突
然
肝
が

ん
に
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
初
期
の
段
階
で
は
自

覚
症
状
が
な
く
、
進
行
し
て
か
ら
気
が

つ
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
進
行
す

る
と
肝
硬
変
の
症
状
で
あ
る
食
欲
不

振
・
黄
疸
・
倦
怠
感
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
肝
臓
は
再
生
能
力
・
代
償

能
力
に
優
れ
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
も

残
っ
た
正
常
細
胞
が
余
分
に
働
き
、
機

能
を
維
持
す
る
か
ら
で
す
。

　

肝
機
能
障
害
に
は
初
期
症
状
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
病
状
が
あ
る
程
度

進
ん
で
く
る
と
少
し
ず
つ
倦
怠
感
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
悪
化
す
る

と
、
黄
疸
や
腹
水
の
症
状
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
病
気
で
も

早
期
発
見
が
大
切
な
の
で
、
肝
機
能
障

害
の
疑
い
が
少
し
で
も
あ
る
場
合
は
病

院
に
行
っ
て
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

肝
障
害
の
種
類

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
！

肝
臓
の
機
能



南 東 北 春 日
南東北春日リハビリテーション病院

介護老人保健施設 南東北春日リハビリテーション・ケアセンター

老
健
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の

チ
ョ
コ
づ
く
り

老
健
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の

チ
ョ
コ
づ
く
り

　

2
月
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
と
い
う
こ

と
で
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ム
ー
ス
を
利

用
者
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

　

美
味
し
く
で
き
て
い
る
か
不
安
な

方
も
い
ま
し
た
が
、
お
や
つ
の
時
間

に
は
皆
さ
ん
に
っ
こ
り
笑
み
を
浮
か

べ
「
甘
さ
控
え
め
で
お
い
し
い
」「
柔

ら
か
く
て
食
べ
や
す
い
」「
き
れ
い

に
出
来
た
ね
」「
自
分
で
作
る
と
お

い
し
い
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
、
と

て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今回は塩澤シゲ子さんの作品を紹介します。塩澤さんに苦労した点をお聞きしたところ、「片麻痺のため、
押さえながら切ったり貼りつけたりするのが大変でした。毎日時間をみつけて作るので、日数がかかる事
もありますが、その分できあがった時の喜びは最高です」とのこと。塩澤さんは写真の他にどんぐりやペッ
トボトルのキャップを使って、可愛らしいブローチやキーホルダー等をたくさん作っています。

作品紹介通所リハビリ利用者さんの

毛糸絵「開運 金鶏図」 切絵「飛天」

当院では 3 月 1 日～ 3 月 31 日までシミ取り・脱毛の値引
きキャンペーンを実施しております。
　・光脱毛　　　　　通常 10,800 円→半額の 5,400 円
　・シミ取り　　　　通常 10,800 円→半額の 5,400 円
　・ヒゲ脱毛（男性）通常　5,400 円→ 3,240 円
※美容外科外来は水曜日午後のみです。
※診察料が別途かかります。
※効果には個人差がありますので主治医とご相談ください。
　ご予約・お問い合わせ 
南東北春日リハビリテーション病院
電話　0248-63-7299

シ
ミ
取
り
・
脱
毛

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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相談室より相談室より

　厚労省では2025年に認知症高齢者は700万人を超え、65歳以上の高齢者の約5人に1人が
認知症になると予測しています。政府が進める認知症施策として厚労省より発表された「新オレンジ
プラン」では、認知症の人の意思が尊重され、出来る限り住み慣れた地域の良い環境で、自分らしく
暮らし続けることができる社会の実現を目指すとされています。認知症への理解を深めるための普及、
啓発の推進として、認知症サポーターの要請と活動の支援があります。
　“認知症サポーター”とは、「認知症を理解し、認知症の人や家族を見守る応援者」です。地域で認
知症の人や家族に声をかけあい、支えながら、その人らしく生活できることをサポートします。地域
や学校、企業で「認知症サポーター養成講座」が開催されています。受講した方には“認知症サポー
ター”の証としてブレスレッド「オレンジリング」が配布されます。「オレンジリング」を日常生活
の中で着用していただき、自分の出来る範囲で活動していただけることが期待されています。

～認知症サポーターに期待されること～
　1. 認知症に対して正しく理解し、偏見を持たない。
　2. 認知症の人や家族に対して温かい目で見守る。
　3. 近隣の認知症の人や家族に対して、自分なりにできる簡単なことから実践する。
　4. 地域でできることを探し、相互扶助・協力・連携、ネットワークをつくる。
　5. まちづくりを担う地域のリーダーとして活躍する。

◎受講を希望される方は、各自治体事務局へお問い合わせ下さい。
　須賀川市　長寿福祉課　0248-88-8116
　鏡　石　町　健康福祉課　0248-62-2115
　天　栄　村　住民福祉課　0248-82-3800

“認知症サポーター”とは

「慢性腎臓病とリハビリテーション」リハビリコー
ナー

①腎臓病の運動の必要性
　安静にすることが治療の一つと考えられがちですが、腎臓病では安静がかえって心臓や血管の病気を
増加させることになると言われています。つまり、透析患者にとっての運動不足は寿命の低下を引き
起こすのです。
　また、運動疲労を起こさない程度の有酸素運動を継続して行う事で腎臓病を悪化させないとも言われ
ております。

②腎臓リハビリテーションの内容
　透析をしている患者は、透析を行わない日も有酸素運動と筋力トレーニングを組み合わせて運動を続
けることで、透析の効果を高めることができます。
　透析を行っている間でも、透析中の寝ている姿勢で行える有酸素運動や
低負荷での筋力トレーニングを行う事で、身体能力や透析効果の向上に
有用だと言われております。

③有酸素運動の方法
　自転車漕ぎやウォーキングなどを行います。運動の目安としては、少し
息切れがする程度の運動を20分～30分間連続して行います。
　※脈拍が１分間に110～ 130拍となるのが目安です。

参考文献：臨床リハ　第 24 巻・第 10 号・2015 年 10 月号より



■発行／医療法人社団　三成会

個人情報保護法施行により、紙面に掲載されている写真は、本人の承諾を得て掲載しております。

■印刷／石井電算印刷株式会社

南東北春日リハビリテーション病院
TEL.0248-63-7299
南東北春日居宅介護支援事業所
TEL.0248-63-7297
所在地：福島県須賀川市南上町123-1

介護老人保健施設 南東北春日リハビリテーション・ケアセンター
TEL.0248-63-7279
南東北春日訪問看護ステーション
TEL.0248-63-7278

通所介護事業所 南東北春日リハデイ石川
TEL.0247-56-3711
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内科・脳外科の看板を目印にしてください。

南東北  春日

「小春日和」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを使用しています。

「小春日和」は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

「小春日和」は、責任ある森林管理により
生まれたFSC®認証紙を使用しています。

診療科
■外来診察担当医表

受付時間

午前8：30～12：00

午後1：30～  4：30

午前8：30～12：00

午後2：00～  4：30

午後1：30～  4：00

午後1：30～  4：00

月
大越 透

大越 透

後藤 恒夫

火
大越 透

大越 透

水
大越 透

大越 透

後藤 恒夫

北原 正樹

木
大越 透

樋口 健弥

金
佐藤 哲夫

大越 透

小林 奈美江

土
大越 透

　

小鹿山 博之

内　科
消化器科／循環器科／呼吸器科

脳神経外科

形成外科 ・ 皮膚科 ・ 美容外科
眼　科

■南東北春日
　リハビリテーション病院
■介護老人保健施設
　南東北春日リハビリテー
　ション・ケアセンター

専門外来／
脳の健康外来

※日本大学工学部と総合南東北病院の共同研究の一環として診療を行っています。

※ 専門外来／
脳の健康外来

※

健 診 ●一般健診  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査  
●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉

禁煙治療を
行っています

皮膚科の診療を
行っています

眼科の診療を
行っています

■メディカル
フィットネス
さくら

南 東 北 春 日

　筋肉は、年齢と共に衰えやすくなります。その中でも、脚の筋肉は特に衰えやすいものです。また、ふくら
はぎは第二の心臓とも言われています。通常は歩くことで下半身の筋肉が収縮し、血液が心臓に戻りますが、
歩かなくなったり、ふくらはぎの筋肉が弱くなると、血液が戻りにくくなり、心臓の動きが低下します。それ
が浮腫みの原因になることもあります。健康を維持する為にも下半身の筋肉は特に重要です。今回は下半身を
自宅で鍛える事ができるトレーニング
を紹介したいと思います。
　1日10回を週3回目安が理想です。
さくらでは専門トレーナーがこのよう
に簡単にできる運動のアドバイスも
行っております。
　見学や体験のご予約も随時受け付け
ております。お気軽にお問い合わせく
ださい。

メディカルフィットネス さくら
通信

家 で で き る ト レ ー ニ ン グ  ～ 脚 ～

メディカルフィットネス さくら 会員募集中！！
☎ 0248-63-7252　営業時間／10：00 〜 21：00（日・祝日を除く）

①膝をつま先より前に出さないように
　お尻を突出します。

②①の状態から立ち上がり、踵を浮かせ
　身体を伸ばします。


